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軍
政
下
の
宗
教
政
策
と
宗
教
を
め
ぐ
る
状
況

土
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現
軍
事
政
権
の
宗
教
政
策
や
宗
教
を
め
ぐ
る
状

況
は
、
ネ
ー
・
ウ
ィ
ン
政
権
時
代
の
そ
れ
と
比
較

し
た
と
き
に
、
継
続
と
変
化
の
双
方
が
見
ら
れ
る
。

宗
教
に
関
わ
る
政
策
は
、
把
握
し
に
く
い
側
面
を

持
つ
こ
と
が
多
い
。
政
策
と
し
て
明
示
さ
れ
る
場

合
と
明
示
さ
れ
な
い
場
合
が
存
在
す
る
こ
と
も
把

握
し
が
た
い
一
因
で
あ
る
。
敢
え
て
簡
略
化
し
て

言
え
ば
、
宗
教
を
め
ぐ
る
政
策
や
組
織
化
、
僧
侶

に
対
す
る
政
策
等
は
基
本
的
に
継
承
さ
れ
た
。
一

方
、
現
政
権
は
一
九
九
〇
年
の
総
選
挙
で
大
敗
し

た
結
果
、
政
権
に
留
ま
る
た
め
の
正
統
性
と
し
て
、

仏
教
を
核
の
一
つ
と
し
て
い
っ
た
。
例
え
ば
、
メ

デ
ィ
ア
等
を
通
じ
て
仏
教
守
護
者
と
い
う
立
場
を

明
確
に
示
す
方
向
に
転
換
し
、
こ
れ
ら
は
社
会
全

般
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
て
い
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
以
下
、
観
点
ご
と
に
見
て
い
き
た
い
。

●
統
計
か
ら
見
る「
宗
教
」

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
大
多
数
の
国
民
は
上
座
仏
教
徒

で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
最
後
に
行
わ
れ
た

一
九
八
三
年
の
国
勢
調
査
で
は
、
仏
教
徒

八
九・四
％
、
精
霊
信
仰
の
信
者
一・二
％
、
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
教
徒
〇・五
％
、
ム
ス
リ
ム
三・九
％
、
キ

リ
ス
ト
教
徒
四・九
％
、
そ
の
他
〇・一
％
と
あ
る
。

ミャンマー軍政の20年─何が変わり、何が変わらなかったのか

一
般
に
、
ム
ス
リ
ム
の
人
口
が
近
年
増
加
し
て
い

る
と
よ
く
語
ら
れ
る
が
、
真
偽
の
ほ
ど
は
と
も
あ

れ
、
公
的
に
は
宗
教
別
人
口
比
は
二
〇
年
以
上
変

わ
ら
な
い
。
例
え
ば
、中
央
統
計
局
『
統
計
年
鑑
』

二
〇
〇
四
年
度
版
で
は
、
数
値
で
示
さ
れ
る
国
民

総
人
口
（
五
三
二
二
万
人
）、
州
・
管
区
別
人
口

等
に
対
し
て
、
宗
教
別
人
口
は
上
記
の
百
分
率
の

み
が
示
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
人
口
比
に
は
無
宗

教
の
項
目
が
な
い
こ
と
、
上
記
の
五
つ
の
宗
教
は

独
立
以
前
か
ら
公
的
に
セ
ン
サ
ス
に
含
ま
れ
て
き

た
と
い
う
こ
と
は
注
目
し
て
お
き
た
い
。

　

一
方
、
出
家
者
数
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
出
家

者
数
と
は
、
雨
安
居
時
に
僧
院
に
居
住
す
る
僧
侶

（
二
二
七
戒
を
守
る
比
丘
）、
沙
弥
（
十
戒
を
守
る

二
〇
歳
以
下
の
見
習
い
僧
）、
尼
僧
（
正
規
の
比

丘
尼
で
は
な
い
が
、
十
戒
な
い
し
八
戒
を
守
る
女

性
修
行
者
）
の
総
計
を
指
し
、
二
〇
〇
三
年
で
約

四
九
万
人
弱
、
人
口
比
の
一
％
弱
に
当
た
る
。
僧

院
数
は
尼
僧
院
を
合
わ
せ
約
五・
五
万
、
在
家

一
〇
〇
〇
人
弱
に
一
僧
院
の
割
合
で
あ
る
。
出
家

総
数
、
僧
院
総
数
、
出
家
者
の
人
口
比
は
、
上
座

仏
教
社
会
で
あ
る
タ
イ
、
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

等
と
比
較
し
て
も
格
段
に
多
い
。
た
だ
、
三
五
年

前
の
数
値
と
比
較
す
る
と
、
一
九
七
一
年
の
政
府

統
計
で
は
出
家
数
が
一
二
万
強
、人
口（
一
九
七
二

年
）
が
二
八
八
七
万
人
で
あ
り
、
出
家
者
の
人
口

比
は
当
時
〇・
五
％
、
現
在
は
出
家
者
の
対
人
口

比
が
倍
に
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。

●
統
治
に
お
け
る
体
制

　

ウ
ー
・
ヌ
政
権
時
代
に
は
、
ウ
ー
・
ヌ
自
身
が

敬
虔
な
仏
教
徒
で
も
あ
り
、
一
九
六
一
年
に
仏
教

国
教
化
を
組
み
込
ん
だ
憲
法
草
案
が
作
ら
れ
た
が
、

結
果
的
に
、
非
仏
教
徒
系
少
数
民
族
の
反
発
を
招

き
国
内
は
混
乱
す
る
。
こ
れ
を
ク
ー
デ
タ
ー
で
押

さ
え
て
登
場
し
た
ネ
ー
・
ウ
ィ
ン
軍
事
政
権
は
、

仏
教
の
影
響
を
可
能
な
限
り
排
斥
し
、
世
俗
政
権

を
強
調
し
た
。
七
四
年
憲
法
で
は
国
民
の
宗
教
信

仰
の
自
由
を
保
障
し
（
二
一
条
）、
宗
教
の
政
治

利
用
を
禁
止
し
て
い
る
（
一
五
六
条
）。
そ
れ
ま

で
独
立
し
た
省
で
あ
っ
た
宗
教
省
は
、
一
九
六
二

年
三
月
、
内
務
省
、
移
民
・
国
民
登
録
省
な
ど
四

つ
の
省
と
と
も
に
「
内
務
宗
教
省
」
に
統
一
さ
れ

た
。
現
政
権
の
一
九
九
二
年
に
再
び
宗
教
省
と
し

て
独
立
し
た
が
、
全
体
的
な
方
向
性
は
さ
ほ
ど
変

わ
っ
て
い
な
い
。
宗
教
省
は
前
政
権
時
代
か
ら
仏

教
関
係
の
実
務
が
最
も
多
い
と
は
い
え
、
他
の
宗

教
も
等
し
く
扱
う
。
た
と
え
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
や
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イ
ス
ラ
ー
ム
関
連
の
団
体
な
ど
は
、
宗
教
省
の
認

可
を
受
け
、
宗
教
ご
と
に
援
助
金
を
受
け
る
。
ま

た
、
仏
教
徒
の
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
巡
礼
や
イ
ス
ラ
ー
ム

の
メ
ッ
カ
巡
礼
に
対
し
て
、
宗
教
省
に
よ
る
パ
ス

ポ
ー
ト
取
得
の
申
請
援
助
等
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
新
憲
法
草
案
は
、
二
〇
〇
八
年
五
月
の

国
民
投
票
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
と
発
表
さ
れ
た
。

宗
教
に
限
っ
て
概
観
す
る
と
、
信
仰
の
自
由
の
保

証（
三
四
条
）、宗
教
の
政
治
利
用
の
禁
止（
三
六
四

条
）
は
七
四
年
憲
法
と
同
様
と
は
い
え
、「
国
内

平
和
秩
序
、
倫
理
、
健
康
、
憲
法
の
他
の
条
項
に

反
し
な
い
限
り
」（
三
四
条
）
と
い
う
但
し
書
き

が
加
わ
り
、「
国
家
は
仏
教
を
、
大
多
数
の
国
民

が
信
仰
す
る
特
別
な
位
置
を
占
め
る
（Gonhtu 

W
ithetha

）
宗
教
と
認
定
す
る
」（
三
六
一
条
）、

「
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ー
ム
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
、

精
霊
信
仰
を
本
憲
法
発
布
日
に
国
家
に
存
在
す
る

宗
教
と
認
定
す
る
」（
三
六
二
条
）、「
国
家
は
認

定
し
た
宗
教
を
可
能
な
限
り
支
援
す
る
」（
三
六
三

条
）
が
加
わ
っ
た
。
ち
な
み
に
こ
れ
ら
は
、
四
七

年
憲
法
二
一
条
な
ど
の
復
活
と
考
え
ら
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
ネ
ー
・
ウ
ィ
ン
政
権
時
代
の
世
俗
的
な

立
場
か
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
等
四
つ
の
宗
教
を
認
定

し
つ
つ
、
仏
教
の
突
出
し
た
地
位
を
認
め
る
と
い

う
仏
教
寄
り
の
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
、
あ
る
い

は
戻
り
つ
つ
あ
る
と
い
え
よ
う
。

●
対
サ
ン
ガ
政
策

　

サ
ン
ガ
（
僧
侶
の
団
体
、
僧
団
）
に
関
わ
る
実

務
は
宗
教
（
内
務
）
省
が
担
っ
て
き
た
。

一
九
八
〇
年
に
、
各
宗
派
に
分
か
れ
て
い
た
サ
ン

ガ
を
統
一
組
織
下
に
配
置
す
る
と
い
う
目
的
で
、

全
宗
派
合
同
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
以
降
僧

侶
と
沙
弥
は
登
録
制
と
な
り
、
僧
籍
の
管
理
が
始

ま
っ
た
。
サ
ン
ガ
組
織
を
全
国
的
に
整
え
、
各
地

区
・
村
落
か
ら
郡
へ
、
さ
ら
に
は
州
・
管
区
レ
ベ

ル
で
運
営
委
員
会
を
選
び
、
国
家
レ
ベ
ル
で
は
国

家
中
央
運
営
委
員
会
を
定
め
、
委
員
会
か
ら
国
家

サ
ン
ガ
大
長
老
委
員
と
国
師
委
員
を
選
抜
す
る
と

い
う
体
制
が
整
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
国
家
サ
ン
ガ

大
長
老
会
議
の
委
員
は
、
任
期
中
、
ヤ
ン
ゴ
ン
の

ガ
バ
ー
エ
ィ
・
パ
ゴ
ダ
敷
地
内
の
僧
院
に
居
住
す

る
が
、
同
敷
地
内
に
宗
教
省
の
役
所
が
あ
り
、
両

者
の
関
係
は
密
と
考
え
ら
れ
る
。

　

具
体
的
な
僧
侶
の
動
き
に
対
し
て
は「
飴
と
鞭
」

政
策
が
取
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
一
九
七
〇
年

代
に
は
、
ウ
ェ
イ
ザ
ー
（
修
行
を
通
じ
て
超
自
然

的
力
を
得
た
存
在
）
に
な
っ
た
と
信
じ
ら
れ
る
カ

リ
ス
マ
的
存
在
を
核
に
、
ガ
イ
ン
と
呼
ば
れ
る
信

仰
集
団
の
活
動
が
盛
ん
に
な
る
が
、
こ
う
し
た
信

仰
・
実
践
は
、
世
俗
世
界
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
と

し
て
弾
圧
し
、
ウ
ェ
イ
ザ
ー
信
仰
に
関
わ
る
僧
侶

を
「
浄
化
」
政
策
と
し
て
還
俗
さ
せ
た
。
他
方

一
九
七
九
年
七
月
に
、
傑
出
し
た
僧
侶
に
「
ア
ビ

ダ
ザ
・
マ
ハ
ー
・
ラ
ッ
タ
グ
ル
」
と
「
エ
ッ
ガ
・

マ
ハ
ー
・
パ
ン
デ
ィ
タ
」
の
称
号
を
政
府
名
で
授

与
す
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
高
僧
た
ち
は
、

そ
の
後
、
全
宗
派
合
同
会
議
準
備
委
員
会
に
駆
り

出
さ
れ
サ
ン
ガ
組
織
の
核
と
な
っ
て
い
く
。

　

こ
う
し
た
方
向
性
は
、
現
政
権
に
お
い
て
、
ほ

ぼ
同
じ
形
で
継
承
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
民
主
化

運
動
時
に
、
多
数
の
若
手
僧
侶
や
沙
弥
が
デ
モ
等

に
参
加
し
た
。
ま
た
一
九
九
〇
年
マ
ン
ダ
レ
ー
の

僧
侶
を
中
心
に
、
軍
事
政
権
関
係
者
か
ら
の
布
施

を
拒
否
す
る
「
不
受
布
施
」
を
行
っ
た
。「
不
受

布
施
」
そ
の
も
の
は
経
典
に
も
定
め
ら
れ
た
正
統

的
抗
議
方
法
と
い
え
る
が
、
現
政
権
は
参
加
僧
侶

を
厳
し
く
追
及
し
、
還
俗
の
う
え
逮
捕
し
た
。
一

方
で
、
称
号
を
さ
ら
に
増
や
し
、
四
種
類
一
二
称

号
（
仏
典
講
師
に
対
す
る
三
称
号
、
瞑
想
の
師
に

対
す
る
三
称
号
、
説
法
師
に
対
す
る
二
称
号
、
仏

教
布
教
に
対
す
る
四
称
号
）
を
新
設
、
一
九
九
一

年
に
大
々
的
な
儀
礼
を
執
り
行
っ
た
。

●
正
統
性
原
理
と
し
て
の
仏
教

　

ネ
ー
・
ウ
ィ
ン
政
権
時
代
に
は
、
政
府
高
官
は

宗
教
儀
礼
等
に
参
加
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
メ

デ
ィ
ア
を
使
っ
た
報
道
は
少
な
か
っ
た
。
そ
れ
に

対
し
て
、
一
九
九
〇
年
以
降
、
ソ
ー
・
マ
ウ
ン
国

家
法
秩
序
回
復
評
議
会
議
長
、
キ
ン
・
ニ
ュ
ン
第

一
書
記
を
は
じ
め
と
す
る
政
権
の
重
鎮
が
パ
ゴ
ダ

建
立
儀
礼
や
僧
侶
へ
の
喜
捨
に
参
加
す
る
様
子
が
、

逐
一
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
報
道
さ
れ
は
じ
め
た
。
上

述
の
称
号
授
与
式
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
後

も
、「
中
国
か
ら
の
仏
歯
到
来
」、「
白
象
の
発
見
」

等
の
報
道
が
相
次
ぎ
、
王
朝
時
代
の
理
想
的
国
王

へ
の
言
及
と
と
も
に
映
像
や
政
府
の
新
聞
を
通
じ

て
、
仏
教
の
守
護
者
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
幾
重
に

も
喧
伝
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
行
為
の
解
釈
を
め

ぐ
っ
て
は
、
都
市
部
を
中
心
に
、
仏
教
積
徳
行
為

で
は
な
く
、
政
権
延
命
を
願
っ
て
の
呪
術
的
厄
払

い
で
あ
る
と
い
う
噂
が
多
々
流
れ
た
。
こ
れ
ら
は

仏
教
的
言
説
の
脱
構
築
を
試
み
た
も
の
と
い
え
る
。
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し
か
し
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
を
通
じ
て
、
仏
教
儀
礼

に
従
事
し
た
り
、
僧
侶
へ
の
喜
捨
を
行
っ
た
り
す

る
高
官
の
姿
が
日
々
報
道
さ
れ
て
い
た
。
視
覚
も

含
め
た
仏
教
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
強
化
は
、
他
の
局

面
に
徐
々
に
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

●
宗
教
と
民
族

　

政
権
側
と
し
て
は
国
民
国
家
の
統
合
原
理
と
し

て
の
仏
教
に
も
期
待
し
た
と
推
察
さ
れ
る
。
確
か

に
九
割
に
近
い
仏
教
徒
に
と
っ
て
、
仏
教
は
重
要

な
核
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
仏
教
徒
は
、
政
権
に
対

し
て
批
判
的
見
解
を
持
っ
て
い
て
も
、
仏
教
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
の
強
化
に
つ
い
て
は
さ
ほ
ど
自
覚
せ
ず

受
け
入
れ
る
こ
と
も
多
い
。
こ
う
し
た
な
か
で
、

「
民
族
」
を
核
と
し
て
集
ま
っ
て
き
た
集
団
内
部

に
お
い
て
、
宗
教
を
め
ぐ
る
差
異
の
ほ
う
が
意
識

化
さ
れ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
も
存
在
し
た
と
思
わ
れ

る
。
例
え
ば
カ
レ
ン
民
族
同
盟
（
Ｋ
Ｎ
Ｕ
）
は
、

一
九
四
七
年
に
カ
レ
ン
民
族
の
自
治
独
立
を
求
め

結
成
さ
れ
た
。
彼
ら
は
タ
イ
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
境

沿
い
に
解
放
区
コ
ー
ト
ー
レ
ィ
を
結
成
し
、
ビ
ル

マ
国
軍
と
激
し
い
攻
防
を
続
け
、
カ
レ
ン
州
は
内

戦
の
舞
台
と
も
な
っ
て
き
た
。
そ
う
し
た
土
地
に

お
い
て
、菜
食
を
行
い
信
者
を
集
め
て
い
た
ポ
ー・

カ
レ
ン
族
の
僧
侶
ト
ゥ
ザ
ナ
（
後
の
ミ
ャ
イ
ン

ジ
ー
グ
ー
僧
正
）
は
、
仏
教
布
教
の
一
環
と
し
て

パ
ゴ
ダ
建
立
を
始
め
た
が
、
た
ま
た
ま
、
建
立
地

の
一
カ
所
が
、
Ｋ
Ｎ
Ｕ
の
軍
事
拠
点
マ
ナ
プ
ロ
ー

近
辺
で
あ
り
、
国
軍
空
爆
の
目
印
に
な
る
と
し
て

建
立
が
禁
じ
ら
れ
た
。
カ
レ
ン
民
族
は
キ
リ
ス
ト

教
、
仏
教
、
精
霊
信
仰
の
信
者
が
混
在
し
、
人
口

と
し
て
は
少
数
派
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
Ｋ
Ｎ
Ｕ
幹

部
の
ポ
ス
ト
を
占
め
て
き
た
が
、
こ
の
事
件
を
契

機
に
、
不
満
を
持
っ
た
仏
教
徒
カ
レ
ン
が
Ｋ
Ｎ
Ｕ

を
離
脱
、
民
主
カ
レ
ン
仏
教
徒
軍
（
Ｄ
Ｋ
Ｂ
Ａ
）

を
組
織
し
、
後
に
国
軍
と
結
ん
で
、
拠
点
マ
ナ
プ

ロ
ー
を
攻
撃
・
陥
落
に
導
い
た
。
こ
の
間
の
経
緯

は
、
国
営
新
聞
『
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
光
』
紙
に
連
載

さ
れ
（
一
九
九
五
年
一
月
二
九
日
か
ら
三
月
一
〇

日
、
一
九
九
五
年
六
月
書
籍
と
し
て
出
版
）、
分

裂
の
契
機
と
な
る
パ
ゴ
ダ
建
立
問
題
は
、
あ
く
ま

で
仏
教
徒
の
視
点
か
ら
描
か
れ
、
最
高
指
導
者

ボ
ー
ミ
ャ
と
そ
の
側
近
の
思
想
的
・
人
間
的
問
題

が
指
摘
さ
れ
、
民
族
的
対
立
は
後
景
化
し
て
い
る
。

●
在
家
の
宗
教
実
践

　

宗
教
政
策
や
仏
教
へ
傾
斜
す
る
風
潮
と
相
互
に

影
響
を
及
ぼ
し
合
っ
て
き
た
の
が
、
仏
教
徒
の
宗

教
実
践
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
一
九
九
〇
年
代
前
半

で
注
目
す
べ
き
は
、
高
僧
信
仰
の
隆
盛
と
宗
教
そ

の
も
の
の
活
性
化
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
近
代
化

の
流
れ
の
な
か
で
宗
教
は
衰
退
す
る
と
思
わ
れ
て

き
た
が
、
東
南
ア
ジ
ア
で
宗
教
再
生
の
動
き
が
見

ら
れ
る
こ
と
は
多
々
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
第
一
に
、
修
行
を
行
い
聖
者

と
な
っ
た
と
信
じ
ら
れ
る
森
林
系
僧
侶
の
人
気
が

高
ま
っ
た
。タ
ー
マ
ニ
ャ
山
僧
正
を
は
じ
め
、シ
ュ

エ
ビ
ャ
イ
ン
ー
ナ
ー
僧
正
等
が
有
名
で
あ
る
。
こ

れ
ら
高
僧
信
仰
の
背
景
に
は
、
政
府
と
民
主
化
派

の
対
立
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
い
え
よ
う
。
上
述

の
サ
ン
ガ
政
策
を
通
じ
て
、
高
僧
が
政
権
側
に
組

み
込
ま
れ
る
こ
と
へ
不
満
が
生
じ
、
新
た
な
信
仰

対
象
と
し
て
、
政
府
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
の
少

な
い
森
林
系
僧
侶
が
求
め
ら
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。

第
二
に
急
激
な
市
場
経
済
へ
の
移
行
で
、
都
市
部

の
地
価
急
騰
、
イ
ン
フ
レ
等
大
き
な
経
済
変
化
が

あ
り
、
現
世
利
益
を
含
め
て
宗
教
が
求
め
ら
れ
、

精
霊
信
仰
、
ウ
ェ
イ
ザ
ー
信
仰
や
占
い
な
ど
他
の

宗
教
実
践
の
隆
盛
の
流
れ
に
、
高
僧
信
仰
も
入
っ

て
い
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
多
数
の
旅
行
会
社

が
設
立
さ
れ
、
多
く
が
高
僧
訪
問
ツ
ア
ー
や
著
名

パ
ゴ
ダ
の
巡
礼
ツ
ア
ー
な
ど
を
企
画
し
、
国
内
巡

礼
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
旅
行
人
気
は
、

ア
ジ
ア
通
貨
危
機
以
降
、
若
干
下
火
に
な
る
が
、

信
仰
そ
の
も
の
が
減
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

●
出
家
と
在
家
、そ
し
て
国
家
と
国
際

社
会

　

上
座
仏
教
の
あ
り
方
と
し
て
、
僧
侶
は
、
生
産

活
動
に
は
一
切
携
わ
ら
ず
、
妻
帯
を
せ
ず
、
午
食

を
し
な
い
な
ど
厳
し
い
戒
律
を
守
り
、
世
俗
か
ら

離
れ
る
こ
と
が
理
想
で
あ
る
。
し
か
し
、
多
く
の

出
家
は
在
家
の
生
活
と
密
着
す
る
。
上
座
仏
教
徒

男
性
は
生
涯
に
一
度
は
必
ず
出
家
し
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
で
は
一
〇
歳
前
後
に
沙
弥
と
し
て
得
度
、
僧

院
で
仏
教
の
基
本
の
み
な
ら
ず
、
文
字
の
読
み
書

き
を
学
ぶ
。
僧
侶
は
し
ば
し
ば
在
家
の
相
談
を
受

け
る
し
、
生
活
困
窮
家
庭
の
教
育
援
助
、
受
験
塾

の
無
料
開
催
な
ど
の
慈
善
事
業
が
僧
院
で
行
わ
れ

る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
二
〇
〇
七
年
九

月
の
僧
侶
デ
モ
も
、
端
緒
と
な
っ
た
原
因
は
ガ
ソ

リ
ン
値
上
げ
に
よ
る
在
家
の
経
済
的
困
窮
と
さ
れ
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る
。
デ
モ
の
分
析
は
省
く
が
、
こ
の
と
き
に
国
内

外
で
生
じ
た
議
論
は
現
在
の
宗
教
（
仏
教
）
状
況

を
理
解
す
る
の
に
重
要
な
手
が
か
り
と
な
ろ
う
。

　

第
一
に
、
僧
侶
が
在
家
の
問
題
に
い
か
に
関
与

す
る
か
で
あ
る
。
教
義
か
ら
考
え
れ
ば
世
俗
か
ら

離
れ
る
こ
と
が
必
要
だ
が
、
困
難
な
状
況
に
遭
っ

て
い
る
人
間
の
救
済
も
必
要
と
い
え
る
。
僧
侶
の

慈
善
活
動
は
上
述
の
通
り
多
々
見
ら
れ
て
お
り
、

一
切
衆
生
へ
の
慈
愛
は
仏
陀
の
教
え
に
重
な
る
。

一
方
、
僧
院
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
で
富
と
奉
仕
労

働
を
結
集
し
た

頑
強
な
建
築
物

で
、
説
法
場
は

開
か
れ
た
公
共

的
集
会
場
と
も

な
る
。
二
〇
〇
八

年
五
月
に
襲
っ
た

サ
イ
ク
ロ
ン
の
被

害
に
際
し
て
、
僧

院
は
重
要
な
避
難

場
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
国
内
外
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織

が
、
僧
侶
と
連
携

し
僧
院
を
食
料
経

由
地
や
配
布
場
所

と
し
て
使
っ
た
例

も
多
々
見
ら
れ
る

よ
う
で
あ
る
。

　

他
方
、
僧
侶
の

活
動
が
「
政
治
」

に
近
づ
き
す
ぎ
る
こ
と
へ
の
危
惧
も
あ
る
。
例
え

ば
、僧
侶
デ
モ
に
つ
い
て
、政
権
側
は
僧
衣
を
纏
っ

た
「
前
科
者
」
が
先
導
し
た
も
の
で
、
首
謀
者
を

「
偽
僧
」
と
み
な
し
た
。
一
般
市
民
の
な
か
で
も
、

僧
侶
は
デ
モ
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
意
見

や
、
デ
モ
参
加
者
に
偽
僧
が
混
じ
っ
て
い
た
と
い

う
見
解
は
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
、
デ
モ
を
政
治

活
動
と
す
る
見
方
と
、
在
家
の
た
め
に
宗
教
者
と

し
て
抗
議
し
た
と
い
う
見
方
の
二
つ
が
並
列
す
る
。

　

第
二
に
、
サ
ン
ガ
の
自
治
と
政
権
と
の
関
係
で

あ
る
。
僧
侶
へ
の
発
砲
は
多
く
の
市
民
か
ら
、
軍

側
の
過
剰
対
応
と
と
ら
え
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

た
だ
、
サ
ン
ガ
組
織
か
ら
公
的
な
見
解
や
抗
議
等

は
何
も
発
表
さ
れ
な
か
っ
た
。
国
家
側
の
報
道
を

見
る
と
、
宗
教
省
大
臣
等
が
国
家
サ
ン
ガ
大
長
老

委
員
会
へ
の
報
告
と
い
う
形
で
、
デ
モ
参
加
者
等

を
取
り
調
べ
た
結
果
一
部
の
偽
の
僧
侶
が
扇
動
し

た
結
果
で
あ
る
と
い
う
見
解
が
示
さ
れ
る
に
留

ま
っ
た
。
す
な
わ
ち
現
在
国
内
で
は
、
政
府
が
一

端
関
与
す
る
と
定
め
れ
ば
、
僧
侶
に
関
す
る
こ
と

で
も
サ
ン
ガ
組
織
に
ほ
と
ん
ど
決
定
権
、
発
言
権

が
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
と
い
え
よ
う
。

　

第
三
に
、
国
際
社
会
と
の
関
係
で
あ
る
。
欧
米

の
国
際
社
会
は
、
軍
事
政
権
に
は
絶
え
ず
批
判
的

な
立
場
を
取
っ
て
き
た
が
、
そ
れ
に
加
え
て
近
年
、

国
外
に
拠
点
を
置
い
た
「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
た
ち

が
国
際
社
会
に
も
た
ら
す
影
響
を
看
過
で
き
な
く

な
っ
て
き
た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
八
八
年
民
主
化

運
動
を
機
に
、
元
学
生
や
活
動
家
が
多
数
海
外
に

亡
命
、
後
に
定
住
し
、
国
際
放
送
や
ネ
ッ
ト
発
信

の
拠
点
を
形
成
し
た
。
彼
ら
は
、
厳
し
い
情
報
統

制
下
に
あ
る
国
内
に
短
波
放
送
や
ネ
ッ
ト
を
通
じ

て
ニ
ュ
ー
ス
を
発
信
し
、
国
内
か
ら
集
め
ら
れ
た

映
像
や
情
報
を
国
際
社
会
に
流
す
と
い
う
回
路
を

成
立
さ
せ
た
。
そ
の
最
も
顕
著
な
例
が
僧
侶
デ
モ

だ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
従
来
、
上
座
仏
教
は
、

基
本
的
に
国
家
と
い
う
閉
じ
た
枠
内
で
そ
れ
ぞ
れ

展
開
し
て
き
た
。
し
か
し
、
国
際
社
会
と
デ
ィ
ア

ス
ポ
ラ
の
影
響
は
、
出
家
の
領
域
で
も
進
ん
で
き

た
と
い
え
よ
う
。
ウ
ー
・
ヌ
や
ネ
ー
・
ウ
ィ
ン
政

権
時
代
に
は
、
多
数
の
優
秀
な
若
手
僧
侶
が
上
座

仏
教
布
教
の
た
め
と
し
て
、
世
界
各
地
に
派
遣
さ

れ
た
。
こ
う
し
た
布
教
僧
の
一
部
と
亡
命
僧
ら
が
、

二
〇
〇
七
年
一
〇
月
米
国
で
「
国
際
ビ
ル
マ
僧
侶

組
織
」（
別
名
サ
ー
サ
ナ・モ
リ
）
を
発
足
さ
せ
た
。

議
長
の
ペ
ナ
ン
僧
正
は
、
サ
ン
ガ
軍
事
政
権
に
よ

る
僧
侶
の
強
制
還
俗
を
批
判
し
、
僧
侶
の
還
俗
は

政
府
で
は
な
く
サ
ン
ガ
内
で
決
定
す
べ
き
で
あ
る

と
い
う
意
見
を
表
明
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
教
典
解

釈
に
基
づ
い
た
見
解
と
い
え
、
国
内
サ
ン
ガ
の
代

弁
と
い
う
側
面
も
あ
る
。
政
府
側
は
、
発
足
当
初

か
ら
国
営
紙
で
彼
ら
の
動
き
を
批
判
、
牽
制
し
て

き
た
。
国
営
紙
が
国
外
の
仏
教
組
織
に
つ
い
て
言

及
す
る
の
は
、
極
め
て
ま
れ
の
こ
と
で
あ
り
、
影

響
力
を
危
惧
し
て
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
稿
で
は
、
現
政
権
に
お
け
る
継
続
と
変
化
を

見
て
き
た
が
、
宗
教
を
め
ぐ
る
今
後
の
動
き
を
考

え
る
た
め
に
は
、
国
内
の
動
き
と
、
さ
ら
に
出
家

を
含
め
た
国
外
の
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
活
動
も
含
め

て
押
さ
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

（
と
さ　

け
い
こ
／
東
京
外
国
語
大
学
教
授
）




